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m)牌簡癌齢進展様式
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外科切除きれた鰐管癒畠雛例5捜例を用いて階段状切片を

座が酵綴織内の問質をこあるか輝管上皮内にあるかによ-)

て事間質内進展型と鰐管内進展型に大別した 間矧璽進

展型伊ううち発背教渡部がび.髪ん浸潤型を問質杓進展浸潤

塾㌔-呼び予限局膨脹型を間質内進展膨張型と呼ぶさ酵管

内進展塾の撃ち発奮先進部がぴまん綬潤型を酵管閲磐進

展綬潤型と呼び,限原義膨脹型を酵管閣饗進展膨脹嬰と呼

ぶ.嚢胞腺癌は別汐う進展様式に分類した,閤嚢内浸潤を

Lたものを塵胞間鷲進展誉匿分類L,党曹先進部がび藍

ん浸潤型を]まぜるも釣を嚢胞間肇進展浸潤型と呼び,限

局膨張型を嚢胞悶潤進展膨脹型と呼ぶI鮮肉進展様式別
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且が 牌の扇平上皮癌釣上例
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症例は59才男鰍 背部痛出猟,胸部X線かこよりァ櫓隔

膜下ガス像を認め,消化管穿孔の診断で緊急手術を施行

された･街中の所見では仁二指腸液脇の願に酵頭部経癖

を認め精登目的で内翻転科となった.廃部エ二言叫では均

均---鵡enciEyの施療とLて摘出されたや髄腔動脈造影

静脈梢では寝癖渡染像を認めたサ経度的ユニ7---下生検の

結果夕腺癌部分の混在を認めない扇畢上皮癌と診断され

た辞意平上皮抗原SCCは凱6m監/涙と上昇していたゥ

各位ホルモンの検索ではグルカゴンがSmp監//Enlと高

値であった.化学療法をこ加え,放射線療法を開始したが,

線量 竜郷Y盈dの時点で変身状態不良碍ため継続不能と

なり予見院緩望九月で死亡した.

豆3)黄色ブドウ球菌後場楽による多臓器不全
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最近2年間に語例の術後濃艶葡萄球菌性腺教をこよる多

臓器不全症例を経験Lたので報告しfJp甲何れも腎癌,治

癒切除が拍車コれ/たす感汲予防にセブ:id､系第3世代の抗

生剤が使用された.第詔病E3より,東棟性下軌 意識障
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が認めhh"藩/多臓器不全となった彰血液透析などで加療,

且例死亡,望例生存Lた申黄色葡萄球蘭による多感米華
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では下痢をこよる脱水佐野不変と説明されている-術後と

等をこより多臓器不全という毅璃な感染症をこ進展嘗了だ縛っ

たもU)と考えLAIjれた.改めて術後感漁予匡寿を√こ雛語を照覧の

抗駄剤使用は問題があると思われた町
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臨床所見き画像検査7開腹所見から)暫腺癌が最も疑わ

れィたがぎ結榔;監捧葺芽庫であった且例とチ進行した上行結

腸癌が後腹膜をご腰破L皮下腰痛を形成L/た症例について
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院し 岡部闘沼南のある経癖を認め紅 CT⑳注腸およ

び開腹所見にて爵腺癌を疑い声泰平結勝切除を施行したす

しかL結榔濃霧腹部紋の擬症挽肉芽腫でありき来院望遇

関前の落Fに-よる右側腹部打撲後の,外傷性の紫綬下の

擬症に起困すると考えられた.また虫垂炎の可能性も否
定できなかった.

望例日は55歳の男性で右腰背部痛を主訴に来院し辛右

側腹部に腰痛を認め,erT静注勝で上行結腸癌と診断さ

れた,癌は後腹膜をこ穿破,皮下膿癌を形威しゃ右渡部の

皮膚旬筋肉は--･部壊死に陥-)たため,術前をこ切開排膿を

必賓kLた.手術ほお半結腸切除を施指した.
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症例は転望才男中大腸腺臆の経過観察のため大勝内視鏡


